
第３６回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事録（案） 

 

日 時： 平成２７年９月２５日（金） １５：００～１７：００ 

場 所：株式会社 国際建設技術研究所 会議室 

出 席 者：鎌田会長、葛目幹事、永山幹事、森幹事 

服部会員、内田会員、吉田会員、寺澤会員、藤垣会員（記録） 

以上９名（順不同、敬称略） 

 

配布資料：36-0    第３６回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事次第 

          36-1    第３５回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事録（案） 

      36-2    最近の PCグラウト調査事情（葛目幹事） 

      35-3    コンクリートの耐久性に関する話題（建築学会、土木学会大会の発表内容） 

（吉田会員） 

      

 

議 事： 

１． 第３６回議事次第 

内田会員より、本日の交流会の進め方について説明があった。 

 

２．会長挨拶 

  開催の挨拶を鎌田会長が行い、ONDAの活動において外部発表の場を年度内に設けたいとの説明

があった。 

 

３．第３５回議事録（案）の確認 

  藤垣会員より説明があり、内容確認が行われ承諾された。 

 

４．話題提供 

（１）葛目幹事より「最近の PCグラウト調査事情」と題して話題提供があった。 

    現場でのグラウト調査事例として、ポストテンション方式の T桁及び箱桁においてインパク

トエコー法による調査を実施した事例について紹介があった。外観上にひび割れ・錆汁・遊離

石灰等が生じている状況写真の紹介や、インパクトエコー法と削孔結果に関する説明があった。

また近年グラウト調査の工事が増加しており、インパクトエコー法が必要とされることが増え

ている。インパクトエコー法の普及のためには、より簡易な評価手法の検討や、手法が正しく

適用されるための技術者教育が必要であり、ONDAとして取り組めないかとの提案があった。 

 

（２）内田会員より「NDIS2426-2衝撃弾性波法の規格 改正の趣旨」と題して話題提供があった。 

    今回の改正の趣旨として、「技術の進歩に対応」「より分かりやすいものにする」「よりつかい

やすいものにする」という点が考えられるとの説明があった。また弾性波の入力が機械的な手

法（鋼球またはハンマ）に加えて磁気的な手法（励磁コイル）が紹介されていることや、受信

センサとして接触型（加速度センサや変位センサ）に加えて非接触型（レーザドップラ式振動



計）が紹介されていることや、コンクリート厚さごとに適する鋼球直径が明記されていること

等が説明された。 

 

（３）吉田会員より「コンクリートの耐久性に関する話題」と題して話題提供があった。 

    鉄筋コンクリート擁壁に発生した表面剥離原因を明らかにするため、コンクリートに発生し

た白色物質・擁壁背面の土壌・擁壁から採取したコンクリートコアを分析した結果について説

明があった。その結果白色物質が塩類風化を生じさせる物質であったこと、コンクリートコア

に内在するアルカリ量と塩化物イオン量が多かったのに対して、土壌内から検出された硫酸イ

オンや塩化物イオン等の水溶性成分濃度が低かったこと、EPMAの結果から背面からのナトリ

ウムや硫黄の浸透が見られなかった。そのため土壌成分などの外来成分ではなく、海砂などに

起因する内在塩が擁壁背面からの水分供給により結晶成長し、剥離が発生したと推察されたこ

とが説明された。 

    また、コンクリート下水管路の劣化調査について、管路内表面水と採取したコアの分析結果

について紹介があった。コンクリートの劣化状況は pH3以下の環境において相対的に劣化状態

がひどかった。一方、表面水が中性域と評価された環境でもコアの分析では硫酸の作用を過去

に受けたと思われるデータが得られた箇所もあったことから、継時的に変化すると思われる表

面水濃度を連続的に捉える方法の検討が必要であることが説明された。 

 

（４）内田会員より「国際会議 ConMat’15参加報告」と題して話題提供があった。 

        国際会議ConMat’15の参加報告があった。 

 

５．今後の予定 

  第３７回交流会：平成２７年１２月１６日（水）１５：００～１７：００ 

  場所：日本建築総合試験所 大阪事務所 

 

以上 

（記録：藤垣） 

 


